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当神社の四季折々の様子などを発
信しています。皆様のフォローをお
願いします。また、個人で神社の
写真をアップされる際は「# 寒川神
社」をつけてください。

当神社の祭事のほか、貴重な資料
などを定期的に更新しています。
皆様のチャンネル登録をお願いし
ます。

当神社の祭事、行事の最新情報を
発信しています。インスタグラム以
外の情報もお送りしていきますので
「友だち」登録をお願いします。

samukawa_jinja_official
公式インスタグラム 公式チャンネル 公式ラインアカウント

※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください

神苑で大明神様との御神縁を深めましょう

神
か ん た け や ま し ん え ん

嶽山神苑
9：00～16：00
毎週月曜日は休苑（祝祭日は開苑）

神苑内では茶屋「和楽亭」にて抹茶と和菓子を
お楽しみいただけます。（500円より思召し）
石舞台にて神楽舞と雅楽を奉奏致します。
10月24日（日）　午前 11 時・午後 2時
11月以降の予定はホームページにてお知らせ致します。
本年は12月12日にて閉苑となります。

神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。

渾天儀

相
　
模
　
第
526
号
　

1



　

例
年
、
宮
山
神
社
境
内
に
あ
り
ま
す
平

和
塔
「
和
光
」の
前
に
て
戦
没
者
へ
追
悼
の

誠
を
捧
げ
、
恒
久
平
和
の
祈
願
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
に
お
い
て
は
、
全
国

各
地
で
発
生
し
た
長
期
豪
雨
が
当
日
の
早

朝
よ
り
寒
川
町
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
参

列
者
の
安
全
を
考
慮
し
た
結
果
、
急
遽
で

は
あ
り
ま
す
が
当
神
社
御
本
殿
に
て
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

祭
場
は
違
え
ど
も
戦
没
者
の
御
霊
に
慰

霊
の
黙
祷
を
捧
げ
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
念
致
し
ま
し
た
。

　

9
月
１
日
、
当
神
社
の
祭
事
・
行
事
な
ど

の
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
責
任
役
員
、
総
代
の
皆
様
方
に
て
構
成

さ
れ
て
い
る
全
総
代
会
が
寒
川
神
社
参
集

殿
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
司
よ
り
令
和
2
年
度
の
決
算
、
年
間

の
祭
事
や
青
少
年
育
成
活
動
な
ど
社
務
の

各
種
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

9
月
17
日
よ
り
11
月
14
日
ま
で
、
当
神

社
客
殿
1
階
に
て
企
画
展
「
疫
病
と
民
間

信
仰
」と
題
し
た
特
別
展
示
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　

未
だ
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

の
現
状
を
鑑
み
て
、県
内
の
疫
病
に
関
す
る

神
社
や
祭
礼
を
は
じ
め
、
地
域
独
自
の
民

間
信
仰
を
多
数
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ご

参
拝
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

秋
分
の
日
と
春
分
の
日
は
、
日
の
出
と

日
の
入
り
の
方
角
を
直
線
で
結
ぶ
と
、
房

総
沖
か
ら
寒
川
神
社
を
通
り
、
富
士
山
山

頂
・
元
伊
勢
・
出
雲
大
社
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

こ
れ
が
御
来
光
道（
レ
イ
ラ
イ
ン
）
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
当
神
社
で
は
こ
れ
に
因
み
秋

分
・
春
分
の
日
限
定
と
し
て
、「
御
来
光
守
」

を
頒
布
致
し
ま
し
た
。

　

9
月
23
日
、
当
神
社
神
嶽
山
神
苑
内
に

鎮
座
し
て
い
る
御
祖
神
社
に
お
い
て
、
末

社
御
祖
神
社
秋
季
霊
祭
並
合
祀
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

御
祖
神
社
は
宮
山
地
区
に
在
住
の
神
葬

祭
に
関
わ
る
方
々
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た

御
祖
講
の
講
員
の
祖
先
を
お
祀
り
し
て
お

り
、
年
2
回
、
春
と
秋
に
祭
典
が
執
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
1
日
、
当
神
社
御
本
殿
に
お
い
て

節
分
祭
神
事
奉
仕
者
継
承
正
式
参
拝
並
裁

許
状
下
附
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

前
任
者
で
あ
る
壁
島
俊
一
氏
に
は
、
平

成
6
年
よ
り
令
和
2
年
ま
で
の
27
年
間
、
長

き
に
亘
り
節
分
祭
の
神
事
に
ご
奉
仕
を
い

た
だ
き
、
そ
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
感
謝

の
意
を
呈
し
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
壁
島
氏
の
継
承
者
と
し
て
新
た

に
皆
川
米
男
氏
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
宮

司
よ
り
裁
許
状
が
下
附
さ
れ
ま
し
た
。
皆

川
氏
は
追
儺
祭
副
士
と
し
て
長
年
、
当
神

社
の
神
事
奉
仕
者
と
し
て
ご
奉
仕
い
た
だ

い
て
お
り
、
明
年
か
ら
は
連
綿
と
続
い
て

い
る
節
分
祭
に
お
き
ま
し
て
も
重
要
な
一

役
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
神
事
奉
仕
者
「
裁
許
状
」

寒
川
神
社
の
追
儺
祭
・
節
分
祭
・
祈
年
祭
・
國
府

祭
・
浜
降
祭
な
ど
の
各
種
祭
典
に
お
い
て
、
先
祖

累
代
ご
奉
仕
い
た
だ
く
方
々
を
含
め
神
事
奉
仕
者

に
「
裁
許
状
」を
下
附
し
て
い
ま
す

　

8
月
11
日
、
12
日
の
2
日
間
に
亘
り
、

夏
季
華
道
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
当
神
社

の
巫
女
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

彩
色
豊
か
な
草
花
を
花
器
に
挿
し
、
美

し
さ
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

新
人
の
巫
女
は
初
め
て
の
生
け
花
と
な
り
、

試
行
錯
誤
し
つ
つ
も
懸
命
に
取
り
組
み
な

が
ら
研
修
会
を
受
講
し
た
こ
と
で
、
生
け

花
の
技
術
の
向
上
を
図
り
、
心
身
共
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

終
戦
記
念
日
の
8
月
15
日
正
午
よ
り
、

平
和
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

寒
川
神
社

社
務
報
告

7
月

	

1
日	

節
分
祭
神
事
奉
仕
者

	
	

　

継
承
正
式
参
拝

	
	

　
　

並
裁
許
状
下
附
式

	
15
日	

浜
降
古
式
祭

	
17
日	
宮
山
職
舎
B
1
号

	
	

　

改
築
工
事
地
鎮
祭

	

22
日	

浜
降
祭
奉
告
祭

	

23
日	

虫
送
り
祭

8
月

	

11
・
12
日	

夏
季
華
道
研
修
会

	

15
日	

平
和
祈
願
祭

	
	

〃	

第
52
回
相
模
薪
能

	
	
	

※
荒
天
の
た
め
中
止

9
月

		

1
日	

寒
川
神
社
全
総
代
会

	

12
日	

客
殿
地
階

	
	

　

周
辺
工
事
竣
工
清
祓

	
	

〃	

宮
山
職
舎
B
1
号

	
	

　

改
築
工
事
上
棟
祭

	

17
日	

企
画
展「
疫
病
と
民
間
信
仰
」

	
	

（
～
11
月
14
日
）

		

19
日	

商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭

	
	

〃	

例
祭
宵
宮
祭

	
	

〃	

流
鏑
馬
神
事

		

20
日	

例
祭

		

23
日	

安
藤
由
勝
大
人
命

	
	

　

伊
集
院
直
彦
大
人
命

	
	

　
　

他
命
等
の
慰
霊
祭

	
	

〃	

末
社
御
祖
神
社

	
	

　

秋
季
霊
祭
並
合
祀
祭

		

29
日	

末
社
宮
山
神
社
例
祭

毎
月
１
日
・
20
日

	
	

月
次
祭
併
せ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
鎮
静
祈
願
祭

（
9
月
20
日
は
除
く
）

毎
日	

日
供
祭
に
併
せ
て

	
	

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

	
	

　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祝
詞
を
奏
上

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

企
画
展「
疫
病
と
民
間
信
仰
」

末
社
御み

祖お
や

神
社
秋
季
霊
祭
並
合
祀
祭

御ご　

来ら
い　

光こ
う　

守

全　

総　

代　

会

節
分
祭
神
事
奉
仕
者
継
承
正
式
参
拝

並
裁
許
状
下
附
式	

夏
季
華
道
研
修
会

平　

和　

祈　

願　

祭

皆川氏への裁許状下附平和祈願祭秋分の日の境内御祖神社秋季霊祭並合祀祭

正式参拝後の記念写真夏季華道研修会

夏季華道研修会

全総代会企画展「疫病と民間信仰」御来光守御祖神社秋季霊祭並合祀祭「榊舞」

　

8
月
15
日
に
開
催
予
定
で
あ
り

ま
し
た
第
52
回
相
模
薪
能
は
早
朝

か
ら
の
荒
天
の
た
め
、
ご
来
場
の

皆
様
の
安
全
と
各
種
交
通
機
関
へ

の
影
響
を
考
慮
し
ま
し
て
、
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
ご
連
絡
等
の
不

備
に
関
し
ま
し
て
衷
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
報
告

相
　
模
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浜降祭特別朱印を頒布

パネル展示

鈴木孫七氏の拝礼

参列者の拝礼

ハマゴウを御本殿に献備
※ハマゴウは、南湖の浜において浜降祭
斎行時に、寒川大明神のしとね（御座）とし
て伝承されている当神社と御神縁深い植物「虫送り祭」とは田畑の作物を虫害や天災から守り、その年の豊かな稔りを祈念

する祭典であり、古くより農村部を中心に全国各地で行われてきた伝統神事

「浜降古式祭」は長きに亘って7月 15日に斎行されていた浜
降祭が、平成 9年より７月（海の日）に変更されたことに伴い、
歴史ある浜降祭の祭典日を永く後世に伝えるため斎行

神輿奉安

宮司の祝詞奏上において新
型コロナウイルス感染症の早
期終息も祈願

令
和
３
年 

浜
降
祭
の
ご
報
告

　

本
年
の
浜
降
祭
は
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
昨
年

に
引
き
続
き
神
輿
の
渡
御
並
び
に
南
湖
の
浜

に
お
け
る
合
同
祭
典
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

寒
川
町
・
茅
ケ
崎
市
を
始
め
と
し
た
西

湘
地
域
の
歴
史
あ
る
浜
降
祭
の
継
承
の
た

め
、
本
年
は
特
別
朱
印
を
頒
布
し
、
ま
た

境
内
に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

７
月
15
日
に
は
、
か
つ
て
の
海
の
日
の
古

式
を
偲
び「
浜
降
古
式
祭
」を
当
神
社
職
員

参
列
の
も
と
斎
行
し
、
7
月
22
日（
海
の
日
）

に
は
２
年
ぶ
り
に
装
飾
さ
れ
た
本
神
輿
を
御

本
殿
内
に
奉
安
し
、
浜
神
主
の
鈴
木
孫
七

氏
と
関
係
者
の
み
ご
参
列
い
た
だ
き
「
浜
降

祭
奉
告
祭
」を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
事
態
の
一
刻
も
早
い
終

息
と
、
来
年
に
お
い
て
は
盛
大
に
南
湖
の
浜

に
お
け
る
祭
典
が
執
り
行
え
る
よ
う
祈
念
致

し
ま
す
。

７
月
15
日
　
浜
降
古
式
祭 

斎
行

７
月
22
日
　
浜
降
祭
奉
告
祭 

斎
行７

月
23
日

　
虫
送
り
祭斎

行

　

９
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
に
亘
り
、
寒

川
大
明
神
の
御
神
徳
へ
の
感
謝
と
、
氏
子

崇
敬
者
の
ご
隆
昌
を
祈
願
す
る
当
神
社
に

お
け
る
最
も
重
儀
で
あ
る
例
祭
が
、
盛
大
且

つ
厳
粛
裡
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
例
祭
に
お
い
て
は
、
７
月
中
旬
ま

で
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者

数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
昨
年
よ
り

も
規
模
を
広
げ
て
執
り
行
う
準
備
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
感
染
症
の
急
拡
大
に

伴
い
、
県
内
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
、
祭
典
や
神
賑
行
事
の
縮
小
な
い
し
は

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
日
は
午
前
10
時
よ
り
、
寒
川
神
社
商

工
奉
賛
会
の
会
員
各
位
と
例
祭
を
奉
祝
し

て
提
灯
を
献
灯
さ
れ
た
方
（々
ご
芳
名
は
7

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）の
事
業
繁
栄
と
ご
健
勝
を

祈
念
す
る
商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
１
時
か
ら
は
例
祭

宵
宮
祭
、引
き
続
き
午
後
２
時
か
ら（
公
社
）

大
日
本
弓
馬
会
に
よ
る
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
神
事
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
当
神
社
の
神
職
も
射
手

と
し
て
奉
仕
し
、
天
下
泰
平
と
五
穀
豊
穣

に
併
せ
て
疫
病
退
散
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

流
鏑
馬
神
事
に
お
い
て
も
密
集
を
避
け
る
た

め
、
神
社
関
係
者
の
み
の
観
覧
と
な
り
、
多

く
の
方
で
賑
わ
う
中
で
の
開
催
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
射
手
に
よ
る
勇
壮
且
つ
華

麗
な
る
妙
技
が
今
年
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
は
午
前
10
時
よ
り
、
例
祭
が
斎
行

さ
れ
、
昨
年
同
様
に
神
社
本
庁
か
ら
の
幣

帛
を
奉
り
、
浦
安
の
舞
が
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
、

寒
川
大
明
神
の
御
神
恩
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
早
期
終
息
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
は
感
染
症
対
策
と
し
て
一
部

の
神
社
関
係
者
の
み
ご
参
列
い
た
だ
き
、
玉

串
拝
礼
は
玉
串
を
授
受
せ
ず
拝
礼
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

神
賑
行
事
は
献
花
、
献
句
、
寒
川
神
社

少
年
館
作
品
展
が
行
わ
れ
、
木
刀
、
刀
に

よ
る
剣
道
演
武
と
空
手
道
に
よ
る“
形
”の

演
武
が
境
内
に
て
奉
納
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
て
粛
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
例
祭
に
お
い
て
は
多
く
の
ご
参
列

の
皆
様
と
と
も
に
斎
行
で
き
る
よ
う
衷
心
よ

り
祈
念
致
し
ま
す
。

令
和
3
年

例
祭

流鏑馬神事

例祭（浦安の舞）

例祭（玉串拝礼）

寒川神社少年館作品展

空手道演武5 4



［
宮　

山
］

根
岸（
上
）	
比
留
川
保
美	

殿	

外	

20
名	

二
一
、〇
〇
〇
円

根
岸（
中
）	

武
田　

和
也	

殿	

外	

9
名	

一
〇
、〇
〇
〇
円

根
岸（
下
）	

酒
井　

文
雄	
殿	

外	

30
名	

三
四
、〇
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘	

齊
藤　

浩
二	
殿	
外	
2
名	

九
、〇
〇
〇
円

旭（
東
）	

松
村　

伸
一	

殿	
外	
10
名	

一
一
、〇
〇
〇
円

旭（
西
）	

阿
部　
　

仁	

殿	

外	

17
名	
二
〇
、〇
〇
〇
円

上
合	

岸
田　
　

学	

殿	

外	

29
名	
三
〇
、〇
〇
〇
円

中
里（
上
）	

常
盤　

賢
国	

殿	

外	

31
名	

三
二
、〇
〇
〇
円

中
里（
下
）	

杉
浦　
　

創	

殿	

外	

26
名	

六
二
、〇
〇
〇
円

中
里
（
河
原
）	

石
川　
　

仁	

殿	

外	

17
名	

二
六
、〇
〇
〇
円

中
里（
サ
ザ
ン
）	

倉
本
　
孝
行	

殿	

外	

2
名	

三
、〇
〇
〇
円

馬
場	

佐
野　
　

修	

殿	

外	

26
名	

二
七
、〇
〇
〇
円

雷	

鳥
居　

宏
至	

殿	

外	

17
名	

一
八
、〇
〇
〇
円

下	

佐
藤
登
幾
継	

殿	

外	

65
名	

六
六
、〇
〇
〇
円

宮
山
南	

古
谷　

雅
洋	

殿	

外	

17
名	

四
五
、〇
〇
〇
円

［
一
之
宮
］

中
台
畑	

木
村
正
優
美	

殿	

外	

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

仲
町
１	

藤
澤　

弘
一	

殿	

外	

2
名	

三
、〇
〇
〇
円

西
町
西
１	

木
村　

春
美	

殿	

外	

17
名	

一
八
、〇
〇
〇
円

西
町
西
２
Ｂ	

谷
島　

俊
郎	

殿		

三
、〇
〇
〇
円

新
道	

冨
田　
　

豊	

殿	

外	

2
名	

三
、〇
〇
〇
円

宿
１	

廣
田　

達
夫	

殿	

外	

5
名	

六
、〇
〇
〇
円

宿
２	

木
村　

公
一	

殿	

外	

7
名	

八
、〇
〇
〇
円

東
1	

廣
田　
　

満	

殿	

外	

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

東
３
・
５
Ｂ	

秋
庭　

広
男	

殿	

外	

18
名	

一
九
、〇
〇
〇
円

東
4	

濱
本　

和
彦	

殿		

一
、〇
〇
〇
円

東
7	

高
橋　

竹
男	

殿	

外	

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

小
町
屋
１
～
３	

髙
橋　
　

博	

殿	

外	

15
名	

一
七
、〇
〇
〇
円

［
西
岡
田
］

中
町
原	

小
澤　

千
明	

殿		

五
、〇
〇
〇
円

大
塚	

立
ヶ
谷
富
夫	

殿	

外	

4
名	

二
五
、〇
〇
〇
円

［
東
岡
田
］

久
保
地	

宇
田　

正
行	

殿	

外	

8
名	

二
七
、〇
〇
〇
円

仲
町	

臼
井　

光
廣	

殿	

外	

8
名	

一
七
、〇
〇
〇
円

上
町	

武
田　
　

博	

殿	

外	

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

仲
町
原	

三
澤　

真
一	

殿	

外	

3
名	

四
、〇
〇
〇
円

上
町
・
下
町	

三
留　

清
一	

殿	

外	

9
名	

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
新
町
］

南	

髙
橋　
　

進	

殿		

二
、〇
〇
〇
円

南
駅
前
通	

木
村　

範
雄	

殿	

外	

1
名	

五
、〇
〇
〇
円

東
通	

内
野　

広
志	

殿		

一
、〇
〇
〇
円

南
2	
金
澤　

純
一	

殿	

外	

1
名	

四
、〇
〇
〇
円

［
小
谷
］

入
町	

若
菜
伊
三
雄	
殿	

外	

3
名	

一
八
、〇
〇
〇
円

原
1	

藤
井
喜
代
治	
殿			

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
大
蔵
］

入
町	

門
倉　

敏
明	

殿	

外	

5
名	
六
、〇
〇
〇
円

［
倉
見
］

大
村（
東
1
）	

日
向　
　

勝	

殿	

外	

6
名	

七
、〇
〇
〇
円

大
村（
西
1
）	

佐
藤　
　

賢	

殿	

外	

9
名	

一
六
、〇
〇
〇
円

才
戸（
南
）	

藤
原
喜
久
栄	

殿	

外	

7
名	

一
〇
、〇
〇
〇
円

才
戸（
東
）	

齋
藤　

義
雄	

殿	

外	

10
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

才
戸（
西
）	

佐
藤　
　

一	

殿	

外	

28
名	

三
四
、〇
〇
〇
円

原（
南
）	

今
井　

正
夫	

殿	

外	

11
名	

二
三
、〇
〇
〇
円

原（
北
）	

小
松　

義
麿	

殿	

外	

2
名	

三
、〇
〇
〇
円

十
二
天（
北
）	

北
村　
　

進	

殿	

外	

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

入
町
・
新
町	

山
口　

直
久	

殿	

外	

5
名	

六
、〇
〇
〇
円

南
町	

岩
田　

綱
夫	

殿	

外	

7
名	

八
、〇
〇
〇
円

西
町	

佐
藤　

利
治	

殿	

外	

13
名	

一
四
、〇
〇
〇
円

川
端（
東
）	

亀
山　

邦
男	

殿	

外	

5
名	

六
、〇
〇
〇
円

川
端（
西
）	

皆
川　

祐
二	

殿	

外	

11
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

桜
町（
上
）	

繁
田　

善
治	

殿	

外	

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

桜
町
（
中
）	

水
野　

光
子	

殿	

外	

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

桜
町
（
下
）	

亀
山
誠
一
郎	

殿	

外	

3
名	

四
、〇
〇
〇
円

十
二
天（
第
二
）	

立
山　

三
男	

殿	

外	

8
名	

九
、〇
〇
〇
円

大
村（
東
2
）	

長
谷
川
敏
春	

殿	

外	

10
名	

一
一
、〇
〇
〇
円

大
村（
西
2
）	

佐
藤　
　

宏	

殿	

外	

9
名	

一
四
、〇
〇
〇
円

［
大
曲
］

大
曲	

中
村　

光
良	

殿	

外	

30
名	

三
一
、〇
〇
〇
円

［
田
端
］

東
町	

吉
澤　

喜
作	

殿	

外	

17
名	

一
八
、〇
〇
〇
円

宿
町	

大
柳　

孝
好	

殿	

外	

25
名	

二
六
、〇
〇
〇
円

神
之
倉	

大
川　

善
葊	

殿	

外	

11
名	

一
三
、〇
〇
〇
円

［
小
動
］

小
動	

蛭
田　
　

昌	

殿	

外	

14
名	

一
五
、〇
〇
〇
円

［
講
社
］

寒
川
神
社
易
友
会	

澤
津　

壽
道	

殿		

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
匿
名
］	

	
	

　

87
名	

一
〇
二
、〇
〇
〇
円

入
澤　

一
三

松
本　

學

皆
川　

欽
一

青
木　

誠

㈱
山
上
建
設

日
本
精
麦
㈱

髙
橋
竹
材
店

金
子　

昭

中
島　

啓
介

前
田　

隆
一

河
西
工
業
㈱

下
里
自
動
車
㈱

㈱
藤
又

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
寒
川
建
材

東
木
材
㈱

㈲
田
中
写
真

㈱
青
葉

青
山
大
寿
司

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

ア
ズ
ビ
ル
㈱	

湘
南
工
場

㈲
井
上
商
事

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

㈱
内
野
不
動
産

㈱
梅
屋
幸

岡
遷
㈱

㈱
オ
ー
カ
ワ

㈱
金
子
建
材
土
木

（福）
千
寿
会	

き
く
の
郷

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン-

マル
シ
ゲ

（宗）
興
全
寺

コ
バ
シ
㈱	

湘
南
工
場

㈱
コ
ー
メ
ー

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

寒
川
病
院

寒
川
町
観
光
協
会

寒
川
町
商
工
会

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

湘
南
信
用
金
庫	

寒
川
支
店

昭
和
興
産
㈱

神
恵
苑

大
黒
屋
製
菓

瀧
川
園
茶
舗

露
木
生
花

戸
塚
米
店

と
ん
か
つ
水
龍

中
沢
運
輸
㈱

㈱
フ
ル
モ
ト

㈲
古
山
看
板
塗
装

豊
月
堂

㈲
ほ
り
む
ら
薬
品

村
松
商
事
㈱

㈱
山
上
工
務
店

ヨ
シ
カ
ワ
商
店

レ
ン
ゴ
ー
㈱	

湘
南
工
場

㈱
ア
イ
ア
ー
ル

㈱
秋
江

秋
山
商
事
㈱	

厚
木
支
店

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ

㈱
ア
ー
ク
ル

安
藤
物
産
㈱

㈱
植
藤
造
園

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
大
⻆
塗
装
工
業

大
村
紙
業
㈱

小
田
行
政
書
士
事
務
所

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
川
合
工
業
所

㈱
北
岡
本
店

熊
澤
酒
造
㈱

コ
カ・コ
ー
ラ	

ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パン
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈱
サ
ン
ユ
ー

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

㈱
シ
ノハ
ラ

㈱
湘
南

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

㈱
湘
南
山
鉄

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
鈴
木
製

所

綜
合
警
備
保
障
㈱	

湘
南
支
社

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

㈱
竹
中
工
務
店	

横
浜
支
店

㈱
永
沢
興
業

長
嶋
園

中
野
設
計
工
務
㈱

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

㈱
長
谷
川
製
作
所

日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
㈱

人
の
森
㈱

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

㈲
平
成
工
業

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョッ
プ
浜
名

丸
髙
工
業
㈱

百
崎
製
菓
㈱

山
一
工
業
㈱

㈲
横
川
商
事

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
横
浜
銀
行	

茅
ヶ
崎
支
店

㈱
落
雁	

諸
江
屋

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ルマ
ネ
ジ
メ
ン
ト

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈲
青
木
商
事

㈱
ア
ク
ア
リ
ン
グ

㈱
ア
ク
ア
リ
ン
グ・グ
ロ
ー
バ
ルス
ト
ラ
テ
ジ
ー

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱	

湘
南
工
場

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
ティ
ズ	

横
浜
支
店

㈱
ア
ス
カ

㈱
阿
部

阿
部　

和
彦

㈲
今
井

今
井　

章
博

㈲
及
川
工
業

㈱
神
奈
川
中
宣

㈱
神
路
社

㈱
関
電
工

関
東
建
物
㈱

北
村
工
務
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

㈱
工
房
え
む
ま

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

さ
が
み
農
業
協
同
組
合	

寒
川
支
店

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

（
一
社
）寒
川
青
年
会
議
所

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ

㈱
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

柴
﨑　

徹
・
久
惠

㈲
鈴
野
農
機

㈱
高
田

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

多
田　

明

田
中　

雄
二

㈱
Ｔ
Ｈ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
テ
ク
ノ
ス
三
和

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

の

み
針
灸
整
骨
院

長
谷
島　

征
次

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

藤
沢
紙
工
㈱	

湘
南
工
場

フ
ジ
シ
ロ
工
業
㈲

二
見　

ミ
ツ
子

㈱
ボ
ラ
ン
チ	

湘
南
オ
フ
ィ
ス

松
井
建
設
㈱

㈱
眞
原
電
工

㈱
丸
井
紙
店

㈱
三
井
住
友
銀
行	

湘
南
法
人
営
業
部

㈱
森
川
製
作
所

㈱
結
商
会

㈱
読
売
P
a
l
e
t
t
e

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
サ
ウ
ン
ド

匿
名

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
3
年　

例
祭
献
灯
者
　
芳
名

令
和
3
年　

例
祭
神
徳
奉
賛
金
　
奉
賛
者
芳
名

例
祭

例
祭

相
　
模
　
第
526
号
　

67



子ども破魔矢 500円

【着付け、お食事、お写真】

【 御 祈 祷 】
七五三祈祷用の特別授与品

9月18日（土）から開始 ※数量限定

・ 5,000円から思召し
	 紅白の御幣・七五三神札・御守・御神供（お菓子）
	 落書き帳・クレヨン・折り紙・圧縮タオル・巾着袋
・ 10,000円から思召し
	 上記記載の授与品に加えて、工作バルーン
	 絵本が追加されます。
	 ※コロナ禍の対応と致しまして、御本殿に上がらずに
	 　授与品をお渡しすることもできます
	 ※ご郵送の七五三祈祷も受付しております

≪寒川神社参集殿≫ 千歳コース７,7００円（税込・サ別）
特典として寒川神社「御朱印帳」、千歳飴、室料サービス、
神社まで職員がご案内を致します
※お子様料理もご用意しております
●着物レンタル、写真撮影も受付しております

詳しくは寒川神社参集殿まで
午前９時から午後６時まで　☎０４６７－７５－５５５５

【 七 五 三 詣 】
●３歳の男児・女児がそれまで剃って
いた髪を伸ばし始める「髪

かみおき

置」

●５歳になる男児が初めて袴を身に着
ける「袴

はかまぎ

着」

●７歳になる女児が着物を着る際に帯
を結ぶようになることを祝う「帯

おびとき

解」

授与所にて七五三期間
限定授与品も頒布してお
ります（数量限定）

▲	第53回写真展　宮司賞「晴天の新嘗祭」

幸運鈴 1,000円

菊 花 展

　当神社の菊花展は、日本の伝統文化としての菊栽培の普及と技術向上を図り、寒川大明神の御
神意をお慰めすることを目的として、湘南地方の菊花会のご協力により開催しております。
　菊は平安時代の頃に中国より伝わり、朝野に広く愛され、生育技術が全国各地で発達しました。
地方で発達した古典菊には様々な種類があり、切花として使用される大輪菊や中輪菊もあります。
　菊花展は、11月上旬に各会にて菊花の搬入を行い、200点以上が出品されます。審査の後、
寒川神社宮司賞を始め、金賞・銀賞・銅賞・各協賛者賞が決定されます。観賞菊である大菊
（厚

あつもの

物・管
くだもの

物）を主に審査対象としていますが、審査対象外となる奉納の菊も展示されます。

●	審査長：遠藤吉和氏　　●	副審査長：高橋正夫氏
●	出品団体：寒川町菊花会、茅ケ崎茅秋会、平塚菊花会、藤沢菊花会、綾瀬菊花会、大和秋香会、
	 厚木秋華会、座間市菊友会、伊勢原秋豊会、宿矢名菊花会

●	審査長：写真家	丹治俊雄氏
●	審査助手：㈲田中写真

　当神社の写真展は、例年、200点以上の作品の応募があり、菊花展と同様に11月初旬に審査
され、その中から受賞した作品を含んだ120点が展示されます。題材は「当神社に関係がある祭典・
社頭風景」です。「寒川神社」を舞台に四季折々の美しい風景や人物にスポットをあて、そこに様々
な物語が盛り込まれています。

写 真 展

◇ 第54回菊花写真展 ◇
明治改元100年記念事業の
一環として昭和43年より開催

【開期】　令和3年１１月１０日から２３日

【場所】　境内内庭西廻廊、馬場
※展覧にお越しの際は、マスクの着用の上、ご鑑賞ください
※体調のすぐれない方のご来場はご遠慮ください

「七五三詣」のご案内

※出品された全作品はホームページで11月10日より公開致します

本年の菊花写真展は12月上旬に当神社YouTubeにてその模様をご紹介致します。
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ご予約お問合わせ 参集殿を地図確認 ▶

h t t p s : / / s a n s y u d e n . n e t
０４６７ｰ７５ｰ５５５５☎

ご注文受付
店頭渡し・配達
配達地域
お支払い

10：00～17:00迄
11：00～18:00
寒川町と近隣地区
現金のみ

4,860円（税込）

1,620円（税込） 2,160円（税込）
銀鱈西京焼き弁当煮魚と新生姜の炊き込みご飯

1,944円（税込）
スペアリブとガーリックライスのスパイス弁当

1,944円（税込）
《180g》

2,700円（税込）
《230g》

お祝い彩り会席「なごみ」 国産牛ステーキ弁当

おうちでグルメ
プロの味を《テイクアウト＆デリバリー》で食卓へ

寒川町及び近隣地区
限 定

お持ち帰りのお客さま限定

をお付けします

◎スープ（特選西洋弁当）
◎汁　物（特選和食弁当）

寒川病院	診療表
令和3年10月1日現在

◦当院では患者様に安心して受診していただくために発熱外来を行っております。
◦発熱・咳・痰・倦怠感などのある患者さんは一般外来と別の場所で診療致します。
◦院内感染防止のために、ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

病院だより

月 火 水 木 金 土

内　　　科
午 前

１診 山浦昌史 及川健一 山浦昌史 井内卓次郎 鳴海裕之 鳴海裕之 1,3,5週　井内卓次郎 2,4週
２診 相原康之 岸仲正則 上田健 栗田啓司 1,3,5週　上田健 2,4週
３診

午 後
１診 栗田啓司 井内卓次郎 栗田啓司 岸仲正則 山浦昌史
２診 上田健 戸矢智之

神 経 内 科 午 後 栗田啓司
呼吸器内科 午 後 服部繁明 貞廣弘三郎

糖尿病内科
午 前 小林貴子 丸山真弓 丸山真弓 安田敦 丸山真弓 小林貴子 1,3,5週
午 後 井内卓次郎 森良孝

循環器内科
午 前 干場泰成 神田茂孝
午 後

外　　　科
午 前

１診 木勢佳史 石過孝文 徳田裕（乳腺） 石過孝文 伊東功 石過孝文 1,3,5週　木勢佳史 2,4週
２診 石田秀樹 岡村卓穂（乳腺 / 再診） 伊東功（肛門）1,3,5週

午 後
１診 伊東功 鍋島一仁 徳田裕（乳腺） 休診 木勢佳史
２診 休診 岡村卓穂（乳腺）

脳神経外科 午 後 富永二郎
皮　膚　科 午 後 齋藤成実 太田瑞穂 岡庭彩

泌 尿 器 科
午 前 梅本達哉 花田いずみ
午 後

整 形 外 科
午 前

１診 斎藤裕 菅沼淳 菅沼淳 斎藤裕 鈴木航 斎藤裕 1,3週（予約）
２診 佐原輝 高木知香 小松研郎 担当医

午 後
１診 斎藤裕（予約） 菅沼淳 菅沼淳 小松研郎 斎藤裕
２診 佐原輝

眼　　　科
午 前 木勢由利子 木勢由利子 竹下明宏 保科真理 木勢由利子

宮尾洋輔 1週　名村隆広 3週
木勢由利子 2,4週　５週休診

午 後 木勢由利子 西村顕 中川喜博 名村隆広 鈴木崇弘

耳鼻咽喉科
午 前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 小田桐恭子 大上麻由里
午 後 大上麻由里 金田将治 大上麻由里 大上麻由里 休診

内　視　鏡
午 前 石過孝文 新間淑雅 木勢佳史 木勢佳史 3週　石過孝文 4週
午 後 木勢佳史 伊東功 伊東功
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・
行
事
の
ご
案
内

10
月
〜
12
月

●煤
す す

拂
はらい

祭
　12月14日

　1年間の汚れを拂い清めます。祭
典後、御本殿他全ての建物の大掃
除が行われ、境内各所の注連縄を
交換し、新年の準備が行われます。

●師走大祓式
　12月31日

　知らず知らずの内に犯した
罪や穢を祓い清めて、明年
の災難を避けて、家内安全
を祈願します。全国の氏子崇
敬者が人形を納め、大祓を
受けます。

●新
に い

嘗
な め

祭
　11月23日

　新穀を御神前に奉献し、五穀豊
穣と勤労感謝の誠を捧げる祭典で
す。

●人形感謝祭
　10月15日

　人形の日である10
月15日に当神社人形
奉斎殿において、納め
られた人形やぬいぐる
みに感謝を申し上げ、
祓い清める祭典です。

　当神社および寒川神社参集殿においては、例年通りの御祈祷のご奉仕および通常営業を致しておりますが、
ご参拝・ご来館の皆様の健康と安全を考慮し、それぞれ施設ごとの感染症予防対策を実施しておりますので、
皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

寒川神社・寒川神社参集殿
新型コロナウイルス感染症防止対策の取り組みについて

◆寒川神社　境内における対応◆
	 ・お参りは、滞在時間を短くしていただきますようお願い致します
	 ・境内での飲食、食べ歩き等の行為は感染症対策の観点よりご遠慮願います
	 ・境内各所窓口にアクリル板を設置し、飛沫防止対策を実施しております
	 ・境内各所への消毒液の設置、不特定多数の方が触れる物への消毒の徹底をしております
	 ・授与所は通常通りの対応をしております　※授与品はホームページに掲載しております
	 ・神嶽山神苑・方徳資料館は開苑・開館しております
	 ・御朱印は書置きにて対応しております

◆寒川神社　御祈祷の対応◆
	 ・御祈祷申込所の入口にて非接触型体温計にて検温致しますので、ご協力ください
 　※発熱・軽度の咳・咽頭痛・倦怠感などの症状がある方は、御祈祷をご遠慮いただく場合がございますのでご了承ください

	 ・控室には空気清浄機を設置し、換気を行っております
	 ・控室では湯茶接遇は行わず、御祈祷時の格衣（白いお召し物）の着用もいただいておりません
	 ・御祈祷を受けられる方の人数制限を行い、参拝者同士の接触を避けられるように案内人数を制限しております
	 ・郵送による御祈祷並びに授与品の郵送対応を承っております
	 ・御神前に上がらずに神札をお持ち帰りいただく方法を承っております

◆寒川神社、寒川神社参集殿　職員の対応◆
	 ・マスク着用にて対応しております
	 ・事務所内にも消毒液を設置して、消毒の徹底をしております
	 ・出社前の検温を徹底し、感染が疑われる症状の職員に関しては出勤を控えております

◆寒川神社参集殿　全体の対応◆
	 ・参集殿正面玄関にサーマルカメラを設置して入館者の検温を行っております
	 ・入場口の制限、混雑時には宴会場を開放するなどの３密防止対策を行っております
	 ・不特定多数の方が触れるドアノブやエレベーターボタンなどは適宜消毒を行っております
	 ・各フロアに消毒液を設置し、飛沫防止のため受付に仕切りを設置しております

◆寒川神社参集殿　宴会場の対応◆
	 ・規模や人数などを考慮した会場の確保、時間帯別フロア貸しや全館貸し切りにするなどの対応を行っております
	 ・会場内のテーブルでは、適度な間隔が確保できるよう椅子を配置し、飛沫防止のためのアクリル板を設置しております
	 ・料理の提供は個人盛りとし、テイクアウトの料理もご用意しております

10月以降のお知らせ
　10月１日現在の予定を掲載しておりますが、
新型コロナウイルス感染症の影響により変更す
ることがあります。
　変更があり次第、ホームページにてご案内
致します。

新嘗祭 豊
とよ

栄
さか

の舞令和4年迎春ねぶた「風神雷神〜厄難消除〜」

毎月1日・20日	
	 午前8時30分	 月次祭

11月　霜月
	3 日	 午前8時30分	 明治祭
23日	 午前10時	 新嘗祭
10日～23日	 第54回菊花写真展

10月　神無月
15日	 午前11時	 人形感謝祭

17日	 午前11時	 神
かん

嘗
なめ

奉祝祭

12月　師走
14日	 午前8時30分	 煤拂祭
20日	 	 迎春ねぶた設置
31日	 午後 1時	 師走大祓式
	 	 並大祓祈願祭並除夜祭
	 除夜祭後	 神徳感謝祭
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号
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「大麻」とは何と読みますか？

　

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
寒
川
町
と
所

縁
の
あ
る
梶
原
景
時
公
が
登
場
す
る
と

報
道
で
伺
っ
て
い
ま
す
。源
頼
朝
が
北
条

政
子
の
安
産
祈
願
の
た
め
に
、寒
川
神

社
に
使
い
を
出
し
た
と
い
う
記
載
が「
吾

妻
鏡
」に
あ
り
ま
す
。千
年
前
の
出
来
事

を
思
い
な
が
ら
境
内
を
歩
き
ま
す
と
そ

の
時
の
情
景
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。当

時
と
は
境
内
の
様
子
は
違
い
ま
す
が
、寒

川
神
社
に
鎌
倉
時
代
の
当
時
か
ら
地
元

に
根
付
い
た
「
信
仰
」が
あ
っ
た
こ
と
を

思
わ
せ
ま
す
。	

（
俊
）
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集
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記
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〜木札のご紹介〜
毎月1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1体 2,000円で頒布しております。

神無月
「10月」

霜月
「11月」

ひ
ま
わ
り
は　

お
ひ
さ
ま
み
た
い
に　

げ
ん
き
だ
よ
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し
そ
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ン
カ
チ
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コ
ロ
ナ
対
策　

第
一
歩

宮
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希

夜
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泉　

月
が
は
ん
し
ゃ
し　

ぎ
ゃ
く
宇
宙

長
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芽
生

ガ
リ
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う

小
林　

岳
駆

相
模
秋
の
歌

少
年
館
こ
ど
も
俳
句

師走
「12月」

　当神社では「天照皇大神宮」、「寒川神社神
しん

璽
じ

」と
書かれている御

お ふ だ

神札を頒布しており、大麻「たいま」
と呼ばれています。
　大麻を「たいま」と呼びますと少し悪い印象をもたれ
る方もいるかもしれませんが、決してそのような意味で
はありません。別の読み方として「おおぬさ」とも読み、
諸説ありますが、神社のお祭りに際して神様へのお供
え物やご参列の方をお祓いして、清浄な状態へとお
清めをする道具を指すと考えられています。
　日本の長い歴史において、神様に祈る時に捧げら
れる物、また罪を祓う時に差し出される物を「ぬさ」と
呼び、現代では、「ぬさ」が御祈祷を受けた方への「お
しるし」として御神札に形を変えて参拝者に頒布さ
れてきました。
　伊勢神宮の御神札が、日本中の国民に頒布される

ようになった歴史を振り返りますと、江戸時代におい
ては、御

おん

師
し

によって「御祓大麻」と呼ばれて頒布され
ていましたが、明治５年に新たに「神宮大麻」として、
頒布が始まりました。「神宮大麻」は天皇陛下の思召
しによって頒布されている御神札であり、国家安泰と
全国のご家庭が１年間、無事でありますように、さら
には国の隅 ま々で天照大御神様の御神徳が行きわた
るように、との祈りが込められています。全国のご家
庭で「神宮大麻」をお祀りすることは、神様の御加護
に感謝する日本独自の伝統文化といえます。
　季節は10月となり、本年も残り3か月です。令和4
年を迎えるにあたり、ご家庭でお祀りされています御
神札は、12月の大掃除の後に新しいものへご交換い
ただき、それぞれのご家庭に年神様が訪れる清 し々
い新年をお迎えください。

次号『相模527号』は令和4年1月1日に発行します

JR相模線 宮山駅より徒歩5分　　圏央道 寒川北ICより1㎞

祝祭日には国旗を掲げましょう

http://www.samukawajinjya.jp
本誌のバックナンバーは当神社
ホームページよりダウンロードできます。

Official	SNS Youtube・インスタグラム・LINE公開中
表紙裏ページからチェック！

神
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